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19世紀初頭アメリカ合衆国における動物愛護
― 世紀転換期の政治情勢からみる社会的意味の考察を中心に ―
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革命期　　反ジャコバン主義言説　　暴力嫌悪のイデオロギー　　奴隷制廃止運動
動物愛護言説

はじめに
　本論文の目的は、19世紀前半期アメリカで多数出版された家庭向け書物に著された動物愛護の言
説に着目し、それらのメッセージに込められた政治的主張を読み解くことである。そのために動物
愛護の精神の形成過程として18世紀末の革命期まで遡り、革命期の政治状況との関わりの中で動物
愛護のメッセージに託された「暴力を嫌悪するイデオロギー」を分析する。
　近代のイギリスおよびアメリカの動物愛護の精神については、キース・トマスやジェームズ・タ
ーナーなどの歴史家たちが、人道主義と深い関連性を持つ感性として議論してきた。これまでの議
論から、動物愛護の萌芽はイギリスでは17世紀末に現れていたことが指摘されている。例えば17世
紀中頃イギリスでは、紳士のたしなみとして「優しさ」を重視する記述が見られるようになっていき、
この紳士の「優しさ」が、動物にも向けられ、思想家たちによって動物への待遇が言及され始めて
いた。さらにこうした同情的な動物観は、同時期のキリスト教の教義にも見出されている。17世紀
後半には神の創造物のすべてがそれにふさわしい待遇を受ける権利があるという考えを、プロテス
タントのリベラルな聖職者たちが受け入れていくという大きな転換点を迎えていた。こうして動物
への同情は、18世紀中頃にはイギリスの作家や思想家たちに広がり、19世紀以降アメリカにも伝え
られ、19世紀後半にはアメリカで生体解剖反対運動を展開するまでになっていった１。
　19世紀後半の動物擁護運動はターナー以降も、歴史研究の分野で継続的に取り上げられているが、
18世紀末から19世紀前半期の動物擁護／愛護については言及されていない。その理由として考えら
れることは、いくつか存在する。第一に、この時期は動物擁護運動を展開するほどまだ動物擁護／
愛護の精神が浸透していなかったと考えられていたこと、第二に、動物擁護運動や動物観について
の研究では、思想家たちや動物の専門家たちの言説を取り上げることが中心となってきたこと、第
三に、アメリカの家庭で広く読まれていた家庭向け書物が動物愛護にまつわる感性の伝搬にかかわ
ることは言及されながらも、それを重要な史料として取り上げることはなされてこなかったこと、
などがあげられる２。しかもアメリカで出版された、動物を数多く取り上げている子ども向け書物や
自然史と呼ばれた書物は、その殆どがイギリスの出版物を「模倣」したものに過ぎないとされてき



19世紀初頭アメリカ合衆国における動物愛護

— 28 —

2

たことから、取るに足りないものとして扱われがちであった３。その為、家庭向け書物に著された動
物愛護の言説を取り上げる研究は、最近まで出てこなかった。
　しかし19世紀前半期に多数出版された家庭向け書物は、中産階級の人々の文化媒体物として、ま
た「近代家族」の出現にかかわる重要な書物として文化史研究や家族史研究では取り上げられてき
た。例えば歴史家リチャード・ブッシュマンは、ヴィクトリア期の中産階級の人々の文化媒体物と
して当時多数出版されていた家庭向け書物が、重要な機能を果たしていたことを詳述している４。さ
らに家族史家メアリー・ライアンは、家庭向け書物の伝える内容の時代的変遷の分析などから、「近
代家族」の登場における重要なかかわりについて詳述している５。こうした流れを受けて、最近では、
同時期の中産階級家庭において、動物への愛情が家庭内での倫理教育に重要な役割を果たしていた
ことを詳述する研究も出されている。例えば、ヴィクトリア期の物質文化について研究してきた歴
史家キャサリン・グリアは、19世紀前半期の子育て書や子ども向け書物の中に、多数の動物愛護の
メッセージが込められていることを取り上げている６。従って、19世紀前半期の家庭向け書物は、
これまで言及されてこなかったアメリカの動物愛護の感性の形成過程を扱う上で重要な史料と考え
られる。しかもその作者たちが身をおいていた社会状況や政治情勢などの背景分析まで視野に入れ
ると、18世紀末から19世紀初頭の時代動向とのかかわりについての考察も可能となる。そこで本稿
ではそれらの書物に現れる動物愛護の言説に着目し、その言説を筆者の政治的背景まで視野に入れ
て分析し、そこに込められたメッセージの政治的意味を読み解きたい。
　アメリカで動物擁護運動を展開した人道主義者について取り上げて議論しているターナーは、当
時の人道主義者たちが他者の「痛み」に敏感になったことを「産業化、都市化による古き良き時代
への望郷」、即ち反近代的思考として捉えて論じている７。しかし、それでは近代以前のアメリカ社
会および西洋社会が痛みに敏感な感性を持った社会であったといえるであろうか？　むしろディヴ
ィッド・モリスが『痛みの文化史』で論じているように、「痛み」への感性も近代人が獲得してきた
感覚と捉えることも重要であろう８。しかもノルベルト・エリアスが指摘して以来、多数の研究者が
議論しているように、近代以降「痛み」に敏感な感性は、痛みを引き起こす「暴力」をも問題化し
ていき、暴力を制御する思考へと連動していった。従って「痛み」に敏感な気運の高まりや、「痛み
の原因」である「暴力」の問題化を政治的意識として捉えることは重要であろう９。
　 「痛み」の感性の出現を、いかにして「痛み」の感性が政治的に構築され暴力抑制の思考へと連
動していくかを分析する視座は、次の点を考察する上にも重要となる。いつ頃からいかにしてヴィ
クトリア時代の人々は「痛み」への感性を獲得していったのか？　「痛み」に敏感な感性は、「暴力」
をどのように捉えていったのか？　「暴力」を防止しようとする思考は、いかなる政治的背景から派
生していたのか？　こうした問いのもとでアメリカ社会での動物愛護の精神は、「痛み」と「暴力」
に対する感性が浸透していった過程とともに分析される必要があろう。
　本論文は、以上のような観点から、19世紀前半のアメリカ社会における「近代家族」の価値観と
動物愛護の感性に焦点を当て、中産階級家庭における動物愛護思想の形成を18世紀末の革命期まで
遡った歴史文脈から分析描写する。19世紀前半期に多数出版され広く読まれていた家庭向け書物の
中から、特に人道主義に基づく改革運動に積極的に加担していたリディア・M・チャイルド（Lydia 
Maria Child）およびキャサリン・セジュウィック（Catherine M. Sedgwick）による著作を取り上げて、
次の三点を中心に論じていく。
　第一に、動物愛護の精神と「痛み」の感性の関わりを分析するために、人道主義の起源とされる
諸説と18世紀末の政治情勢について論じたい。第二に、18世紀末から19世紀はじめにかけてニュー
イングランドなどアメリカ北部で多数見られた流血強調の言説を取り上げ、それらがいかなる社会
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的影響力を持ったかを論じたい。最後に、動物愛護を提唱する家庭向け書物の作家を取り巻く政治
的背景から、動物愛護のメッセージに込められた政治意識を読み解きたい。以上の分析から、動物
への愛情の提唱が「暴力」を嫌悪するイデオロギーの伝搬に深い関わりをもつ政治的メッセージで
あったことを論じたい。

Ⅰ．人道主義の起源の諸説と18世紀末の政治情勢：「痛み」と「暴力」に敏感な感性の喚起
Ⅰ−１．「痛み」への癒しを志す人道主義の起源とされる諸説
　19世紀初頭に現れた暴力制御と「痛み」の軽減をめざす文化的繋がりは、人道主義と称してさま
ざまな社会改革運動を展開していった。例えば19世紀前半期のアメリカで、人道主義者たちは、刑
務所や精神病者収容施設、海軍や学校などでの暴力を問題化していき、死刑執行を公の場から締め
出すなどの成果をあげていった10。こうした人道主義運動の起源については、これまで歴史家たちに
よって多数指摘されている。
　例えば、クエーカー教徒たちによる1750年代の反奴隷制運動を起源として議論する研究があげら
れる11。イギリスのジョン・ロック（John Lock）やシャフツベリーなどのスコットランド学派によ
る著作にその起源を求める議論もある12。カルヴァン主義の「怒れる神」の教義の厳格さを拒否した
ユニテリアンたちの教義に、「痛み」に敏感な感性の出現を読み取る歴史家も存在する13。あるいは、
カルヴァン派の中で18世紀末から19世紀前半期に反奴隷制運動を展開したエドワーズ派のサミュエ
ル・ホプキンス（Samuel Hopkins）を中心とするネオカルヴァン主義の教義と運動の影響力を、重
視する見方もある14。最も新しい指摘として、フランス革命期の反ジャコバン主義者たちによる「暴
力嫌悪キャンペーン」とも称される流血強調の言説流布が人道主義運動に重要な影響を及ぼしたと
する議論があげられる15。こうしたさまざまな事柄が起源として言及されてきているが、人道主義運
動は、複数の要因によって形作られていったと捉えるべきだとする指摘もある16。
　こうした人道主義と深い関連性を持つ感性として議論されてきた動物愛護の精神については、ス
コットランド学派の影響やユニテリアンなどの教義をその起源と見て論じられてきた。例えば、タ
ーナーは17世紀中頃、イギリスの紳士の礼儀作法の指南書に「優しい心」を紳士のたしなみとして
重視する記述が見られるようになったことを、「慈悲深い同情の潮の兆し」として指摘しているが、
この紳士の「優しい心」の対象は、動物にも向けられ、動物への待遇が言及されるようになったと
指摘している。例えばＪ.ロックが1693年の著作で「子どもは生き物を殺したりいじめたりするこ
とを忌み嫌うように育てられるべきである」と記していたことをあげ、動物愛護の萌芽は17世紀末
に現れていたとターナーは論じている17。トマスは、キリスト教の教義が17世紀後半には神の創造
物のすべてがそれにふさわしい待遇を受ける権利があるという考えを受け入れる大きな転換点を迎
えていたことを指摘し、カルヴァン主義の厳しい教義に批判的な動きが出てきたことを動物愛護に
かかわる人道主義の起源として重視している18。
　ターナーが指摘するイギリス紳士のたしなみから派生した「動物への慈悲深い同情」は、ヴィク
トリア文化の特徴として貴族文化の踏襲を論ずる前述のブッシュマンの指摘と考えあわせても興味
深い点が見出せる。アメリカは貴族制度を持つイギリス本国からの独立を志した時点では、自国像
として「公徳心を持った平等な市民」によって営まれる共和制社会の建国を旗印に掲げていた。し
かし19世紀に入り新しく富裕層に仲間入りする人々が登場すると、彼らはイギリスの上流文化、す
なわち貴族の優雅さを規範とする ‘gentility’ を身につけることで自らの成功を確認しようとした。
そうした行為は、子どもの名付け方や貴族との繋がりを見出そうとする家系図作成の流行、あるい
は貴族を象徴する「小さな足」でつま先立ちした子どもの描き方にも見出せる19。子犬を抱く子ども
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の絵が、図１が表すようにまさにブッシュマンの指摘
する子どもの描かれ方であることは、動物愛護の上流
文化との深い関わりを伺い知る重要な手がかりといえ
よう。
　さらにトマスの指摘するキリスト教の教義の変化に
ついては、その議論は神学研究家アンドリュー・リン
ゼイに受け継がれ、キリスト教の教義内での動物観の
変遷が詳述されている20。特に、本稿で取り上げる19
世紀前半期においては、第二次信仰復興運動で多くの
カルヴァン派が、その教義の厳格さに疑問を抱き福音
主義に転向し、「優しいキリスト像」を広める動きが
盛んになった時期でもある。厳格なカルヴァン主義の
父親のもとで育ったＣ・セジュウィックも、ユニテリ
アンのウィリアム・チャニング（William E. Channing）
からの影響を受けカルヴァン主義から転向した一人で
ある。転向後の著作には、キリスト教の教えから動物
愛護を唱える言説が多数著されている21。さらに、こ
の信仰復興運動は、改革運動を押し進める重要な要因
であったこともこれまでにも多数指摘されており、人
道主義との関係は極めて深い22。
　動物愛護の精神にかかわる人道主義についてのこうした指摘に加え、本稿では、フランス革命期
の反ジャコバン主義言説の大量発信による暴力嫌悪キャンペーンとの関連を議論の対象としたい。
なぜなら、従来の議論からは人道主義と「痛み」の感性の直接の関わりが議論されていないからで
ある。例えばターナーは、19世紀後半の人道主義者たちが生体解剖反対運動を展開していったこと
から人道主義者たちの「痛み」に対する敏感な感性を読み取っているが、彼らがいつからどのよう
に「痛み」の感性を鋭くさせることになったのかは分析していない。これに対し、フランス革命期
の反ジャコバン主義で展開された北部保守派による反ジャコバン主義言説の流布では、ことさらに

「流血」が強調され、人々の「痛み」の感覚に訴えかける手法がとられており、人道主義と「痛み」
の感性の関わりを探る重要な手がかりとして見逃せない。
　フランス革命期、とくに「恐怖政治」の時代には、多数の流血事件が続出した。当時のアメリカ
社会は、フランス革命勃発当初は同じ共和制革命として歓迎しながら、その後の「恐怖政治」での
多数の血なまぐさい展開に対して、次に取り上げるように、北部保守派のフェデラリストたちが大
量の反仏言説を発信するという対応を見せていった。それに連動した形で北部保守派の牧師たちか
ら、フランスのジャコバン政権の暴力性を厳しく非難する訓戒が発信され、その後も南北戦争期ま
でその暴力嫌悪の言説は、本稿でも後述するように奴隷制即時廃止論者たちに継続的に用いられて
いった23。家庭向け書物の出版の殆どが北部であったこと、その著者たちの多くが奴隷制廃止運動に
もかかわっていたことなどの背景もあわせて鑑みると、そうした書物に描き出されていた動物愛護
の喚起は、こうした革命期の政治的歴史文脈の中で捉えることも重要であろう。

Ⅰ−２．18世紀末の政治情勢：民衆台頭に怯える北部保守派の流血描写と「暴力嫌悪」
　激しい展開を見せていったフランス革命をめぐって、世紀転換期のアメリカ社会の対応はリパブ

図１　The Two Pets, published by N. Currier, 
New York 1848　Library of Congress, 
Division of Prints and Photographs.
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リカン派とフェデラリスト派というように大きく二つに分かれ、激しい党派対立に発展していた24。
フランス革命が建国初期のアメリカ社会に与えた影響についての研究で、革命期アメリカ史研究家
の肥後本は、特にフェデラリスト派の政治家と北部エリート層に焦点をあて、彼ら北部保守派の反
仏言説と称されるような、フランスを集中的に攻撃する言説から、民衆の台頭に対し、北部保守派
がことさらに大きな恐怖を抱いていたことを詳述している。南部プランターであるジェファソンの
率いるリパブリカン派の政治家たちは、当時草の根的に広がりつつあった政治組織、民主共和協会
に対し歓迎する姿勢を見せていくが、名望家による上からの共和制を理想とするフェデラリスト派
の政治家たちは、この「下からの政治参加」を激しく非難していた。例えばフェデラリスト派の下
院議員フィッシャー・エイムズ（Fisher Ames）は、この民主共和協会に対して、反ジャコバン主義
言説を用いて「パリのジャコバンクラブの運営をまねている」25と攻撃している。
　こうしたフェデラリスト派の民衆台頭に対する嫌悪は、フランス革命期から1860年にかけて、北
部エリート層や保守派カルヴァン主義牧師たちにも「民衆の暴力」を否定する姿勢に連動して、反
ジャコバン主義言説が広がっていった26。例えば正統派プロテスタントの牧師ディヴィッド・タッペ
ン（David Tappen）は、1795年の感謝祭の説教で、当時のフランスで展開していた「恐怖政治」の
混乱をひどく嘆き、フェデラリスト政権がアメリカを流血の惨事から守っていると高く讃える説教
を展開した。自由というものは、無制限状態では人間の暴力的な熱情で破壊されると警告し、「文明
社会の政府は、安全で幸福な自由の享受を完成させるよう作られなければならない」と説いていた。
同じく正統派カルヴァン主義の牧師セオドア・ドワイト（Theodore Dwight）は、1798年の演説で
さらに強い調子で「（今のフランスは）大嵐の海であり、しかもその波は血の波である。その嵐は人
間の闘争する熱情の嵐であり、そこに生息するのは獰猛な怪物であり、血なまぐさい獲物を求めて
歩き回っている―その嵐が吹き荒れる海岸は、何百万もの殺された者たちの骨が打ち寄せられて白
く埋め尽くされている」27と流血を強調して語っていた。北部保守派はフランスの「民主主義」を攻
撃するために、流血や死体の散乱などに焦点をあててグラフィックに描写し、民衆参加の政治を「暴
力的なもの」として描き出していったのである。
　こうした反ジャコバン主義の言説を、北部保守派は、説教、演説、パンフレット、新聞雑誌記事、
手紙などに満載し、アメリカでも流血の惨事があり得ることを広く訴え、リパブリカン派の民衆参加
歓迎の姿勢を攻撃していった28。さらに一例をあげるなら、反ジャコバン作品とも呼ばれる『血まみ
れの浮き（Bloody Buoy）』（1796）を著したウィリアム・コッベット（William Cobbett）は、「民主主
義的ジャコバン主義による危険性」をアメリカは回避するよう強い調子で次のように警告していた。

同じようなことが我々におこらないと言えるだろうか？　我々は今のところ、平和的性質と人道
的な人々を保持しているが、だからといって同様の危険を放置していてもよいのであろうか？　
我々はフランス人ではない。しかし我々も彼らと同様、人にすぎない。従って間違った導きを甘
受してしまうかもしれない。彼らよりもっと低俗なレベルの野蛮な行為の底に沈むかもしれない。
…だれがフランス人の首を切った殺人マシーンのひとつがフィラデルフィアの連邦議会の裏庭に
持ち込まれその後ずっと野放しにされることを見たいと思うだろうか。29

　北部保守派のこうした攻撃にはエリート主義的な排他性が指摘できる。しかし彼らが「民衆の参
加する政治」に対して抱いた「恐怖」は、単なる対立党派に対する「攻撃の種の捏造」と結論づけ
られない要素もある。例えば1794年に西部ペンシルヴァニアで「ウィスキーの反乱」と呼ばれる農
民の暴動が勃発したとき、フェデラリスト政権はＪ・ワシントン大統領が15000人もの兵を率いて
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鎮圧に向かったほどであった30。民衆の政治的主張が、この農民の抗議行動に見られるような反乱と
いう「暴力」を手段にして展開されていくことを、社会的混乱を招く元凶と真剣に危惧していたこ
とが伺われる。彼らが抱いた社会的混乱への危惧が深刻なものであったことは、次のような人権概
念をめぐる解釈の違いにも現れている。
　マディソンやジェファソンらが率いるリパブリカン派は、人間は生まれながら自己統制の能力を
持つとみる啓蒙主義的信条から、人間の生得の権利である人権のための政府の保護は、最小レベル
にとどめるべきであるとする立場をとっていた。これとは対照的に、フェデラリスト派やカルヴァ
ン主義の牧師たちは、人権は強力な社会秩序によって保護されなければならないと考えていた。こ
うした人権保護の必要性は、独立革命期、戦争で社会秩序が廃れていくと暴力がなお一層緊急の心
配事になるという事態を経験して一段と強く意識されていた。民衆の政治参加が「伝統的服従のパ
ターン」と「理想的市民の美徳」に挑戦するものとして危惧されていった31。
　民衆に対する不信感を強く抱いたエリート主義的なこうしたフェデラリスト派の保守性が1800年
の大統領選挙での敗北の要因であることは既に指摘されている通りであるが32、まさにこの時期から
北部保守派の反ジャコバン主義的攻撃が激しさを増していった。例えば、北部保守派の民衆台頭へ
の嫌悪が最も明確に著されているもののひとつとして、1800年の大統領選でフェデラリスト派が野
党に転落した時のエイムズの次のような言説があげられよう。

一般大衆の意見が厳粛な共和主義よりもむしろ民主主義に傾いていることこそ我々の政治の根深
い悪なのだ。…我々自身に対するつけあがった自信は、脆弱でだまされやすく虚栄心の強い全て
のものを、慢心させて、自分自身が掌握する権力以外にいかなるものも安全ではなく、それ故自
身の権力は抑制不可能な無制限なものであるべきだという意見を吹き込んだ。これはまさに民主
主義であって、共和主義ではない。フランス革命は、党派を形成する媒介となった。それは民衆
の過ちを増幅させて彼らを不従順にしたのだ33。

　政権奪還を期した北部保守派の反撃は、エイムズのこうした「民主主義」批判を手始めに、その
後も「暴力的」民衆参加の政治展開への警戒を一層強めていく形で展開していった。

Ⅱ．反ジャコバン旋風を煽る北部保守派の中で育った第二世代
Ⅱ−１．反ジャコバン主義言説を取り入れる奴隷制廃止論者たち
　北部保守派の政治家やエリート層が、上述したように南部奴隷所有者のリパブリカン派の民主共
和協会への好意的態度を「民衆の扇動」と見なし、さらに民衆の台頭を暴力と結びつけて攻撃する
手法をとり得たのは、南部プランターの保持する奴隷制を「暴力の温床」として最大の攻撃の根拠
とすることで正当化できたからでもある。あるいは少なくとも、人間の堕落状態を最もおそれてい
たカルヴァン主義の牧師たちは、奴隷制をまさに人間を堕落に至らせる最も忌むべきものとして攻
撃した。例えば早くから会衆派の倫理観をフェデラリスト派の政治に反映させる役割を果たしてい
た牧師エリジャー・パリッシュ（Elijah Parish）は、説教の中で繰り返し奴隷制を戦争と同様に「人
間に悪影響を与える元凶」として捉え、「戦いの炎を消し去る努力がなされるべきである」と唱え、
野蛮行為のない大西洋社会の将来を創り出すよう苦慮していた。34

　フランス革命への拒否反応として出てきた流血強調の反ジャコバン主義言説は、こうした北部カ
ルヴァン主義の牧師たちの説教やフェデラリスト派の政治家たちの演説を通してその後も展開され
ていったことが、最近の反ジャコバン主義言説研究でも論じられている。この反ジャコバン主義の
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最盛期は1790年から1815年であったとされるが、多くの奴隷制即時廃止論者たちがこの時期に生
まれ育っていたことで、流血強調の反ジャコバン主義言説は奴隷制反対運動の形をとって継続され
たとする興味深い分析がなされている。例えば、奴隷制即時廃止を唱えた白人記者ウィリアム・ロ
イド・ギャリソン（William Llyd Garrison）は、反ジャコバン主義言説を精力的に展開していたフェ
デラリスト派政治家F.エイムズの表現を繰り返し使用する形で奴隷制廃止運動を展開していた。
　1805年マサチューセッツ生まれのギャリソンは、13歳の時、地方フェデラリスト系新聞社に見習
いとして入り、Ｆ. エイムズやＥ. パリッシュらによる政治的著作物に早くから触れていた。彼らが
フランス革命やリパブリカンを、暴徒の扇動者として流血描写を多用して非難するのを日常的に目
にする機会を得ていた訳である。ギャリソンは、そうした反ジャコバン主義言説に対し、冷笑した
り距離を置いたりするのではなく、むしろ新聞記者として自らのメッセージを社会に発信する際に
は積極的に取り入れていた。例えば、1828年大統領選において南部テネシー州の候補者Ａ. ジャク
ソンにＪ.Ｑ.アダムズが破れた際には、1800年の選挙でエイムズが発した言説同様、フェデラリス
ト派の嘆きを「我々は我々の自由を誇りに思っている、しかし我々は投票によって手かせをはめら
れてしまった」とエイムズ流に表現している。1831年に奴隷制即時廃止を唱える機関誌『解放者

（Liberator）』の創刊号にはエイムズのジェイ条約に対して出された演説を援用している。さらにそ
の三年後、ニューイングランド反奴隷制協会が発足した際のパンフレットにも再びエイムズのスピ
ーチを援用している。35

　ギャリソンは、中途半端な表現を好まなかったエイムズの明確な表現方法を奴隷制廃止運動にも
用いて力強いメッセージを発信し、奴隷制廃止運動の新たな時代を切り開いて行った。それまで白
人中産階級の運動は、漸次奴隷制廃止論が多数を占める傾向にあったが、ギャリソンは、奴隷制を
即刻廃止すべきであることを、「我が家を燃え盛る炎に包まれ途方に暮れる男」に例え、「炎に包ま
れた家の中に取り残された幼い子どもを助け出そうとする母親」のアナロジーを使って視覚的、感
覚的、情緒的に訴えかける「即時廃止論」を展開したのであった36。こうした一種激情的ともいえる
表現を用いていたのは、まさに北部保守派の反ジャコバン主義言説の流れの中で修得した表現力と
いえよう。
　ところで、流血の惨事を強調する暴力描写の言説への評価は、暴力の強調が性的刺激を伴うポル
ノグラフィーとして作用した側面がこれまでの研究では議論の中心となっていたため、取るにたら
ないものとされてきた37。すなわち、暴力描写は、猥褻な興奮を誘発するとして否定的な側面がこれ
まで頻繁に議論されてきた。その為、当時大量に出されていた反ジャコバン主義言説は、アメリカ
社会への影響を考察する材料としては過小に評価されてきた。
　しかし、南北戦争前の奴隷制廃止論者たちの反ジャコバン主義言説の分析を手がけた歴史家レイ
チェル・クリーヴスは、流血描写が「痛み」の感覚に訴える形で「暴力を嫌悪」する感性を強化し
たことを強調し、反ジャコバン主義言説の積極的評価を行っている38。民衆の暴力を制限しようとす
る革命期の北部保守派のあまりの熱意が、ジャコバンの悪行を並べ立てた反ジャコバン主義言説に
大義を与え、それが暴力描写をひとつの道徳の表現形態と言えるものにしたと評価され始めたので
ある39。保守派が「恐怖政治」への攻撃を「民衆の暴力」阻止のために利用し、ことさらに流血強調
の表現をとることで暴力嫌悪の感性に訴えていったことが、その後の奴隷制廃止運動にも受け継が
れ、流血強調の言説に対する研究上の評価を変える効果を持ったのである。

Ⅱ−２．家庭向け書物の作家たちの「暴力嫌悪」の表現の形と動物愛護
　家庭向け書物を多数出版したＣ・セジュウィックやＬ・Ｍ・チャイルドもこの反ジャコバン主義
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の最盛期に生まれた改革運動家である。両者とも北部出身者であり、子どもの頃、反ジャコバン主
義の牧師の説教を聞いて育っており、先にあげた歴史家クリーヴスは反ジャコバン主義の第二世代
と捉えている40。
　1789年生まれのＣ・セジュウィックは、北部エリート層の一員であるフェデラリスト派の父親を
持ち、厳格なカルヴァン主義の家庭に育った。その父からも民衆の台頭する政治を「暴力的」と捉
えて厳しく批判する言説を聞いていたことが、著書に記されている。キャサリン自身はその父親と
カルヴァン主義の厳しさへの反発から、民主主義に対する嫌悪感は受け継がず、宗教上の立場も最
終的には福音主義に転向している41。奴隷制反対の姿勢は、当時多くの白人改革主義者たちが唱えて
いた植民計画による漸次廃止の立場をとっていた42。
　1802年生まれのＬ・チャイルドも子どもの頃、反ジャコバン主義言説を説教に取り入れて影響力
を持ったカルヴァン主義牧師の教会に通って育った反ジャコバン主義第二世代である。後に多数の
家庭向け書物を著していくが、平和主義者としての活躍も著名で、南北戦争直前まで暴力を用いな
いで、すなわち戦争という手段も取らず奴隷制を廃止すべき／できるとする立場をとっていた。し
かし奴隷制即時廃止を唱えるジョン・ブラウン（John Brown）らによるハーパーズフェリーでの一
連の襲撃事件には強い関心を示し、「私もシャーロット・コーディのような殉教者になるべきだ」43

と心境の変化を著してもいる。南北戦争開始時には、奴隷制という暴力的制度を廃止するための戦
争には容認の立場をとった44。
　反ジャコバン主義第二世代であるセジュウィックやチャイルドは、第一世代ほど民主主義に対す
る嫌悪感は持っておらず、流血をことさらグラフィックに強調して多用するという表現形式もとっ
ていない。しかし彼女たちの著作を注意深く読んでいくと、次のような、反仏的言説やジャコバン
の恐怖政治批判が登場することから、流血強調の反ジャコバン主義言説による暴力嫌悪のキャンペ
ーンの影響を見出すことができる。
　例えばセジュィックは、体の弱い少女とその少女を警護する愛犬の心温まる話を子どもに語って
愛情重視の道徳教育を行う母親像を描き出す著作の中で、猛犬ブラッドハウンドをハイチの独立革
命でフランス軍が「黒人狩り」に使用した話を展開している45。愛情深い従順な動物として語られる
犬が、他方では暴力的訓練を受けることでいくらでも凶暴になりうることを、読者である子どもた
ちに教唆している。しかもそうした操作された凶暴性が人間の暴力行使の手段として利用され得る
ことを、フランスの悪行とともに論じる形が用いられている。
　家庭向け書物の中で、突如としてハイチ革命という政治の話題を取り入れ、しかも黒人に襲いか
かる猛犬の恐ろしさを語って聞かせる母親像を描き出すのは唐突で少し不自然でもある。しかし敢
えてセジュウィックはこうした話の展開をおこなっていた。ここにはひとつには、フランス革命を
激しく非難した北部保守派の反ジャコバン主義言説の影響を色濃く読み取ることができよう。
　しかしそれだけでなく、著者セジュウィックは、さらに踏み込んで、暴力が暴力を生み出すとい
う暴力の連鎖的性質を提示し、ハイチの独立革命という「家庭の裏庭」を超えたもっと大きな設定
を創り出し、そうした社会的暴力も含めた形で暴力を否定するという政治的イデオロギーを込めて
いることが読み取れる。しかもそれは、この猛犬ブラッドハウンドを言及したあとに子どもたちに、
一転して今度はそれとは対照的な、彼ら子どもたちの身近にいそうな少女クララと愛犬フットの姿
を思い浮かべさせることで、より一層効果的に提供されているといえまいか。
　クララというその病弱な少女は、いつも愛犬フットに寄り添われてさまざまな危険から身を守っ
て暮らしている。その様子は例えば、いつものように意識を失って倒れてしまった時、その倒れた
少女が意識を回復させるまで愛犬フットが片時も離れず見守る姿として描き出されている。フット
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は、クララが摘み取ったラズベリーの赤い実が入ったかごの番をして静かに時が過ぎるのを待つの
である。遠いハイチの地で、黒人たちを獰猛に追撃するよう訓練された犬の恐ろしさをつい今しが
た語られて恐怖による緊張感を覚えた子どもたちは、少女に寄り添って静かにその少女の身の安全
を守るフットを想像することで、そこに安堵感を覚えることになるのではないだろうか。すなわち
緊張感と安堵感をそのエピソードは読者である子どもたちに与えることで、感覚的に筆者セジュ 
ウィックの暴力を嫌悪する感性を感じ取れるよう設定されているといえまいか。
　他方、Ｌ. チャイルドは、1843年から45年にかけて出版されたエッセイLetters from New Yorkのな
かで、動物が都市で虐待される光景に心を痛める記述を著し、そこで次のような反ジャコバン主義
の表現を用いている。

動物たちが一日300頭の割合で殺されていく。都市の安全のためにこれらの駆除が必要とされて
いることは明らかだが、そのやり方はひどく過酷で残虐で、混乱したものとして私は衝撃を覚え
る。このかわいそうな動物たちは、舗道で打ちのめされ、むち打たれて命を落とす。［中略］犬殺
しの集団それ自体も、恐ろしい風体である。血の付いた棍棒と乱れた服装で、彼らは私に恐怖政
治を思い起こさせる。流血の暴徒に参加するなどという野蛮な光景は、到底幼い子どもたちには
受け入れさせられない。46

　チャイルドのこの文章は、「恐怖政治」や「流血の暴徒」という記述が見られることからも、前述
したセジュウィックの著作より、さらに明確に流血描写を強調する反ジャコバン主義の影響を色濃
く読み取ることができる。都市の安全のためには野犬狩りも必要悪であると認めながら、チャイル
ドはむしろ、野犬狩りをおこなう「流血の暴徒」の恐ろしさを、｢血の付いた棍棒｣を持ち歩く姿を
読者に思い起こさせることによって強調している。すなわち彼ら野犬狩りの集団の方が、街に屯す
る動物たち以上に危険な存在であるとみていることが、「かわいそうな動物たち」という記述からも
明らかとなっている。例え動物たちが相手であったとしても、流血の暴徒たちが血なまぐさい野蛮
な行為を展開することは、「衝撃的」で「到底受け入れられない」光景であることを、この記述は広
く知らせようとしているのである。
　チャイルドが暴力を否定する平和主義者であったことは、これまでも多数指摘されてきた。しか
しそれではなぜ、流血の暴徒の危険性を喚起するのに野犬狩りの光景を取り上げたのか。その点を
考察するのに重要と思われるのが、引用最後の「子どもたち」への配慮である。
　流血を伴う「野蛮な光景」は、その野蛮行為の対象がたとえ動物であったとしても、見ている者
への影響は同じであり、「決して受け入れさせられない」ものとチャイルドには受け止められていた
と思われる。流血強調の反ジャコバン主義言説を聞いて育ったチャイルドの「痛みに敏感」な感性は、
小動物を打ちのめして流血させる犬殺しの集団さえも「恐怖政治」を思い起こさせる許し難い暴徒
として見逃せなかったのであろう。そうした小さな暴力さえも嫌悪する自らの感性を活かし、「打ち
のめされる犬の痛み」という当時の都市の中で当たり前のようにおこなわれ見過ごされがちであっ
た小さな惨事を取り上げることが、自らの重要な使命と自覚していたのではないだろうか。その感
性を子どもたちにも継承してもらうことを自らの政治的役割と心得て、敢えて動物という他の人で
は見過しがちな存在に焦点をあててメッセージを発信したのではないだろうか。

結びにかえて
　19世紀前半期の動物愛護のメッセージにこうした政治的色彩が込められている例は他にも存在す
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る。例えばLessons Derived from the Animal World（1847）では、フランス革命期のテルミドール反
乱で失脚したロベスピエールの愛犬が、主人の処刑場に駆けつけ、ギロチンが振り下ろされた後も
決してその主人の足下から離れようとはしなかったという忠誠心を感傷的に描出する逸話が掲載さ
れている47。「近代家族」に提供された家庭向け書物の中で描き出されていた動物愛護は、本稿で論
じたように、「暴力嫌悪の感性」を喚起する政治的イデオロギーの媒体物として、革命期からの歴史
文脈の中で形成されてきたものと捉えると、動物愛護のメッセージの役割に関する評価も重要性が
増すのではないだろうか。
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